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研究成果の概要（和文）：本研究では、研究者が自らの関心に基づいて収集したオリジナルデータを容易にコー
パス化して分析できるコーパスシステムCo-Chuを開発した。本システムは1)オリジナルデータを扱うことができ
る、2)独自のタグおよびメタ情報が検索できる仕組みを備え、独自の視点からの分析が可能である、3)操作が平
易である、の３点を満たすウェブアプリケーションであり、これによりコンピューターが苦手な研究者や日本語
教師であっても容易に目的に応じたコーパス分析が可能になった。完成したシステムは、無償で公開し、日本語
教育関係者が各々のニーズに応じて利用できるため、言語研究・教育への様々な活用が期待できる。

研究成果の概要（英文）：This study has developed a multi-corpus system, Co-Chu, which enables 
researchers to easily convert original data collected based on their own interests into a corpus for
 analysis. This system is a web application that satisfies the following three requirements: 1) it 
can handle original data, 2) it has a system for searching original tags and meta-information, which
 enables analysis from an original perspective, and 3) it is easy to operate. This makes it possible
 for researchers and Japanese language teachers who are not good with computers to easily analyze 
corpora according to their purposes. The completed system is open to the public free of charge and 
can be used by those involved in Japanese language education according to their own needs. It is 
expected to be used in a variety of ways in language research and education. 

研究分野： 日本語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的および社会的意義は次の2点に集約できる。1)誰でも使える平易なツールの開発：一つのインタ
ーフェイスで、データ取り込みから、形態素解析、分析まで行えるウェブアプリケーションとし、できる限り平
易なシステムを目指して開発した。2)コーパス分析手法の提案による独創的な研究の進展：本システムはオリジ
ナルデータの取り込みができるだけでなく、研究の目的に応じてさまざまな分析が可能である。システムの無償
公開とともに、運用実験を通して得られた知見を基に、新たな分析手法や教育への各種の応用方法を提案した。
これにより、一般の日本語教師の教育への活用や言語研究者の幅広い分野での研究活動が可能になった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 近年のコンピューターの発達に伴って、研究・教育の現場でもさまざまな形でコーパスの活

用が提案されるようになった。コーパスによって個人の内省だけでは容易に知ることがで
きない様々な指標を得ることが可能になり、日本語や日本語教育研究の分野においても多
くの新たな貢献が可能であると注目されてきている。荻野・田野村(2011)[1]、石川(2012)[2]

など日本語のコーパスを扱う入門書も多く出版されているが、これらはコンピューターに
関する一定以上の知識を備えた研究者を想定したものであり、コンピューターに関する知
識の乏しい日本語教師や文系研究者にはハードルの高いものとなっている。李・石川・砂川
(2012)[3]は、一般の日本語教師を念頭に置いて、自らのデータをコーパス化し、分析する手
法を紹介した入門書である。しかし、コーパスの構築、形態素解析、検索等、それぞれ別々
のソフトが紹介されており、実際の活用にまでつなげるのは容易ではない。一方、国立国語
研究所の「中納言」や「NINJAL-LWP」は、多様な機能を持った強力なツールであるが、デー
タを含んだ形で構築されており、自らの収集したデータを分析することはできない。したが
ってコーパスの活用が日本語研究や日本語教育に有益だとわかってはいても、自ら集めた
データをコーパスとして活用できない日本語教育関係者が多くいるという状況であった。 

(2) そこで、本研究においては、汎用性が高く、かつ、コンピューターが苦手な研究者や教師で
も利用可能なツールはどうあるべきかという問いをもとに、これまでに開発したシステム
(Co-Chu)の発展形として、一般公開を前提にした試作版を開発し、運用実験を経て、コーパ
スシステム Co-Chu（以下 Co-Chu）を完成させることにした。 

 
２．研究の目的 

平易な操作で、知りたいことを分析できるコーパスシステム Co-Chu を開発し、公開するとと
もに、コンピューターが苦手な研究者や日本語教師であってもコーパス分析ができるよう研究
目的に応じた言語分析や日本語教育への応用方法を提案することを目的とした。 
 
３．研究の方法 

本研究では、コンピューターを熟知した技術者と言語教育・言語研究の専門家とが協働して
研究を進め、個々の研究者が自らの関心に基づいて収集したオリジナルデータを容易にコーパ
ス化して分析できる汎用性の高いシステムの開発を行った。 

具体的には a.汎用性の高いシステムの開発、 b.運用実験とそれに伴うシステムの改良、c.
システムの公開と活用方法の提案という３つの面から研究を進めた。 
 
４．研究成果 

研究成果を、(1)システム開発のプロセス、 (2) 開発したシステムの特徴、 (3)システム及
び成果の公開という３点に分けて、以下に述べる。 
(1) システム開発のプロセス 

多様な検索機能を搭載するとともに幅広いジャンルのデータに対応させるために、メタ
データ（誤用や語用論的情報）の処理機能の拡充を中心に開発を進めた。 
まず、日本語教育関係者がコーパス分析の際にニーズの高い領域と考えられる、書きこと

ば（作文）、話しことば（会話データ、アニメのスクリプト）といったジャンルごとにデー
タの収集と各種のタグやメタ情報に対応可能な機能の拡充を行った。その上で、研究目的に
応じて開発された機能を用いて、データを分析し、システムの問題点等を開発担当者にフィ
ードバックし、必要な改良を経て仕様を決定した。当初、動画の取り込みも可能な仕様を想
定していたが、動画を含めるとデータ量が非常に多くなる。しかし、公開後、各ユーザーの
取り込む分析データの総容量を想定すると、公開システムでは動画の取り込みは避ける必
要がある。また、さまざまなタイプのデータをもとに運用実験した結果、メタ情報を活用す
ることで動画そのものを含めなくても十分に多様な検索が可能であることが実証できた。
そこで、公開システムで扱うデータは、テキストデータに限ることとした。仕様決定後、ユ
ーザー管理用システムの構築を経て、コーパス分析システム Co-Chu として完成させた。 

 
(2) 開発したシステムの特徴 

Co-Chu の特徴は、自ら収集したデータ（csv あるいは txt 形式で作成）をもとにコーパス
を構築し、各自のニーズに応じた多様な検索が、平易な操作で可能に行える点にある。 
 
① 平易な操作性： 
図１は、Co-Chu のトップページを示している。画面上部のメニューバーが示す通り、Co-

Chu は、コーパスの構築（【Build】）、データ取り込みと形態素解析（【Import】）、データの
編集（【Edit】）、分析（【Analyze】）という一連の作業が、一つのインターフェイスで行える
ウェブアプリケーションシステムになっている。 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ Co-Chu のトップページ 

 
② 形態素の誤解析への対応 

a.タグ付けによる対応 
本研究で分析対象として想定しているデータは、会話のスクリプトや日本語学習者の作

文等、形態素解析に適さない表現等も含まれているデータである。Co-Chu では、こうした
形態素解析の際に誤解析の生じやすい誤用や話し言葉を含むテキストについても、タグ付
けによって、適切に分析することが可能である。 

形態素解析で誤解析が生じた場合には、Co-Chu の【Edit】機能を活用し、データに、以
下のようにタグ付けを行う。 

 
｜適切な語形｜（タグ種別 実際に用いられた語形） 

例１  残念だね、｜本当｜（話 っと）にね。 
 

例 1 は、「残念だね、っとにね」という発話にタグを付したものである。「っとに」は「と
（助詞）＋に（助詞）」と解析されてしまうが、「｜本当｜（話 っと）に」とタグ付けする
ことによって、「本当（名詞）＋に（助詞）」と適切に解析できるようになる。 

 
例２ 元の発話：それ忘れなく、やっぱり次の子とか 

        タグ付け：それ忘れ｜ないで｜（誤 なく：活用）、やっぱり次の子とか 
 

この例では、「忘れないで」の活用が誤っていたため、「誤」タグを付け、「タグメモ」に
は「活用」と記載している。このように、タグメモにどのような誤用だったかなどの情報を
記載しておくことで、後の分析がスムーズに行えるようになる。 

タグおよびタグメモという形で記載した情報
は、【Analyze】機能を用いることによって、タ
グの種別ごとに検索ができる仕様になってい
る。分析方法はユーザーごとに異なっているの
で、タグは各ユーザーが個別に研究目的に応じ
て自由に設定することができる。 

また、Co-Chu では、新たに設定したタグをシ
ステムが自動でタグの種類として追加する仕様
になっている。 

図２はタグ検索の画面である。画面中央左の
検索項目欄で「タグ」を指定すると、図２のよ
うにプルダウンによってタグの種類が表示され
る。そこから検索したいタグ項目を指定するこ
とによって、コーパス内の当該タグが付与され
た文を抽出することが可能になる。このように
タグ検索機能は、誤用分析にも有用である。 

   
 
   図２ タグを検索項目として指定する 

  

 

 

 



 

 

b.品詞情報の書き換えによる対応 
タグ付けによって、誤解析の多くを解消することができるが、誤解析の中には、単語の切

り出しは正しくても品詞情報が誤っているという場合もある。その場合にはタグ付けを次
のようにした上で、品詞情報を書き換えて対応できるようにした。 

 
例３ で、えっ、その XX 大学で、→ 解析結果：「その」は「連体詞」 

    タグ付け：｜その｜（単 その：感動詞）XX 大学で、 
 

例３において、「その」が「そのー」のように長音で発話されれば、感動詞（フィラー）
と正しく解析されるが、「その」のように長音でない場合、MeCab は「その」を「連体詞」
として解析する。こうした場合は、【Edit】画面で解析結果を編集することができる。図３
左は形態素解析結果の画面であるが、図３右のように、修正したい箇所にカーソルを当て、
適切な内容に編集することが可能である。この修正は形態素解析の結果そのものを書き換
えるわけではなく、結果画面の表面的な修正に過ぎないが、書き換え作業をしなければ分析
結果も誤ったままになってしまうため、この作業は正確な分析には不可欠である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 形態素解析の結果の直接編集画面 

 
③ 文レベルの問題への対応 

話し言葉や学習者の作文を分析しようとすると、問題点が複数の形態素にまたがって
いるため、形態素単位では対応できない場合もある。典型的な例は、日本語学習者の作
文などに見られる次のような「ねじれ文」である。 

 
例４ よかったのは、皆がやさしくて、いろいろ助けてくれた。 

 
例４のような場合に、Co-Chu では、取り込む前のデータに当該の文（あるいは発話）に
関する情報を図４のように記すことで、検索に使用できる。 

 
 
 
 

 
図４ 文レベルでメタ情報を付したデータ 

 
④ メタ情報の活用 

上記②③は、当初、形態素解析の誤りへの対応や、学習者の作文などに見られる「誤
り」を記述・検索できるように開発した機能であるが、これを応用することで、幅広い研
究目的に対応可能である。システム使用者が自身の目的に合わせて自由にメタ情報を付す
ことができるので、a.語（表現）の運用情報の正確な収集、b.同一形態素で意味が異なる
ものの区別、c. 存在しない要素（必要な語句の非用等）の検索なども可能になる。 

 
a.語（表現）の運用情報の正確な収集 
タグメモの活用によって、どのように語（表現、文法項目など）が使用されているかをよ

り正確に把握することができる。例えば、日本語学習者の助詞の誤用は上級になっても多く
見られるが、誤用の内容を例５、例６のようにタグメモに記載することで、詳しい情報を収
集できる。 

 
 例５ 中国語｜に｜（誤 で：助詞で）曖昧表現はほとんどないが 
 例６  そんなこと｜は｜（誤 では：助詞で、助詞過剰）ないはずだ。 

 
タグメモによって、助詞「で」のどのような誤用が多いのか、詳細かつ正確に把握できる。

メタ情報 対象となる文 

ねじれ文 よかったのは、皆がやさしくて、いろいろ助けてくれた。 
倒置 でも、わかりません、そんなことは。 

 

 

 

 



 

 

作文に見られる誤用には個人差が大きい。個人差が大きいからこそ個人の傾向に即した指
導が求められる。Co-Chu の活用は個人の傾向を掴むのに非常に有効であろう。 

 
b. 同一形態素で意味が異なるものの区別：例 受け身形と可能形の区別 
受け身形と可能形は形式上の区別がないため、従来のコーパスではそのまま検索するこ

とはできない。しかし、Co-Chu では、タグ付けを活用することで区別できる。 
 

 例７ ここでは、おいしい焼肉が｜食べられ｜（可 食べられ）るよ。 
 例８ あー、とっといたケーキが｜食べられ｜（受 食べられ：持ち主）ちゃった。 

 
例７、例８のようにタグ付けすることで、「可能」の「られ」と「受け身」の「られ」を

区別して検索することが可能である。さらに、例８のようにタグメモに「受け身の種類」を
記載しておくこともできる。このようにすれば、どのような種類の受身文がどの程度用いら
れているかを容易に検索できる。 

 
c. 存在しない要素の検索  
さらに、発話されていないものもタグによって検索可能になる。例えば、自然な話しこと

ばには助詞が用いられない場合も多く見られる。このような「助詞の脱落」には例９のよう
にタグを付して検索対象にすることができる。 

 
例９ さっきあいつ｜が ｜（脱  ）電話してきたんだけど、、 

  
また、いわゆる「ら抜きことば」も例 10 のようにタグをつけることで検索が可能になる。 
 
 例 10 あの子と同じ風景が｜見られる｜（可 見れる：ら抜き）から。  

 
このようにデータ内の一段活用動詞の可能形に「可」タグを付し、タグメモにら抜きかど

うかを記載しておけば、「ら抜きことば」の使用の様子を容易に確認することができる。図
５は実際にアニメスクリプトにおいてタグ「可」を検索し「ら抜き」の有無を比較した結果
画面の一部である。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ タグ「可」でアニメスクリプトを検索し、タグメモを表示させた画面 

 
このように、従来のツールでは検索できなかった存在しないものも検索が可能になり、自

然発話の実態を解明するのに大きく寄与できると考えられる。 
 
(3) システム及び成果の公開 

システム開発の各過程で運用実験を行い、その結果を国内外の学会で発表し、論文として
まとめた。最終年度においては、完成したシステムを、コーパスシステム Co-Chu として一
般への無償公開を開始した。公開にあたっては、学会等で利用希望者を募るとともに、Co-
Chu の具体的な活用方法を伝えるためにセミナーを開催した。また、運用実験を通して得ら
れた研究成果をもとに、言語分析の手法や、研究への応用方法をマニュアルの形でまとめ、
一般に配布するとともに、関連する国内外の学会で発表した。現在、すでに、日本語研究者、
日本語教育関係者等がシステムの活用を開始している。今後、Co-Chu の利用法や活用方法
に関して、ホームページを活用して情報提供を継続していく予定である。 
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